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Fabrication of isolated nano FePt grains on high density Pt grains  
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はじめに  Fe/ Pt多層薄膜に対して高真空化赤外光照射による急速昇温熱処理, 窒素流入による

急速冷却処理( RTA )を行うことで FePt孤立微粒子群が形成可能であることを報告している[1], [2]
. 

形成粒子形態および FePtの規則化度はいずれも熱処理条件, 初期積層膜厚に大きく依存しており, 

同時に高密度化および高規則化度を達成する事は依然として課題である. そこで, 高密度な金属

粒子群を下地として用いることで, FePt粒子群の形成位置誘導による高密度化を検討した. 金属

粒子下地の作製には高耐酸化性かつ対象形成粒子の母材である Ptの RTAにより作製, その上に

FePt粒子群の形成を試みた. 

作製方法  Pt粒子群形成には Pt連続薄膜

を表面熱酸化 Si基板上に成膜した後, RTA

を行った. Pt成膜厚 (a) 1.88 nm , (b) 1.0 nm

の試料を用意した. RTAは高真空化で赤外

線ランプを用いて約 120℃/ sec. で 600℃

まで昇温し, 直後窒素流入により約- 70℃

/ sec. で急速冷却を行った. Pt薄膜を粒子

化後, Fe 1.31 nm, Pt 0.69 nm の順に成膜し, 

再度同様の熱処理を施した. 作製した粒

子群を走査型電子顕微鏡( SEM )および透

過型電子顕微鏡( TEM )にて観察を行った.  

実験結果  Fig. 1にPt薄膜熱処理後の観察像を示す. いずれの試料においても孤立微粒子化, Pt 1.0 

nmの試料では 10 T particles/ inch
2近い密度であることを確認した. Fig. 2 に Fe/ Pt多層薄膜の成膜, 

熱処理後の観察像を示す. ( a ) の試料では下地として用いた Pt粒子群の配置と強い相関を持ち粒

子が形成していることを確認, 粒子数密度にも大きな変化は見られない. ( b ) の試料では, 粒結合

による粒径の増大, 粒子数密度の低下を確認した. ただし, 既報告の平坦な熱酸化 Si基板上へ同

程度の多層膜厚にて作製した試料に比べ, 高い粒子数密度であることを確認した. 以上より, 高

密度な金属粒子群を下地層として用いることで, RTAプロセスを用いた粒子形成法において, FePt

ナノ磁性微粒子群の微粒子化，高密度化効果が得られる事を確認した.  
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Fig.1 Pt薄膜 RTA後の表面 SEM 像. (a-1)成膜厚 

1.88 nm. (b-1) 成膜厚1.0 nm. ( b-1図中に面内TEM

像を示す. ) 

Fig.2 Pt粒子上 Fe/ Pt薄膜 RTA後の表面 SEM像 
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